
（利用者宛）R4.1改訂　
　　　　　　　　様　
情報共有ファイルについて
　情報共有ファイルは、在宅で療養されている方や家族とサービス提供者を結ぶ連絡帳として、医療機関や各サービス提供者が情報を共有するために活用するものです。

情報共有ファイルの使用により、在宅で療養されている方が、安心して、より自立した生活を送ることができることを目的としています。
１　情報共有ファイルに収納するもの

	収納順
	シート(用紙)名
	ラベルの色

	１
	連絡事項
	赤

	２
	血圧・体温
	赤

	３
	おくすり情報
	赤　

	４
	介護サービス
※サービス利用記録などをファイルする
	青

	５
	訪問看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	青

	６
	病歴
	赤

	７
	利用者情報
	赤

	８
	ビニールケース、透明ファイル
※ノート式のサービス利用記録などを格納する
※透明ファイルは薬の説明用紙などを格納する
	


２　使用方法及び記入方法
（１）ファイルはご本人または家族が保管してください。
（２）ファイルは医療機関への受診時、調剤薬局やサービス利用時にご持参ください。
（３）ご本人または家族から連絡がある場合は、連絡事項（赤ラベル）の用紙に記入してください。ただし、緊急を要することや直接連絡した方が良いことは、介護支援専門員やサービス事業所へ電話連絡をしてください。
（４）サービス利用後は、各記録内容を確認してください。
（５）用紙類が多くなったらファイルからはずし、別で保管してください。
（６）各用紙は、最新の情報が一番上にくるようにファイルしてください。
（７）ファイルのことで不明な点は、担当の介護支援専門員へお問い合わせください。
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